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１．研究計画の概要
長周期積層構造型 Mg 合金の基礎研究を、

構造解析、形成メカニズム解明、特性解明、
高性能合金の創製の面から推進し、長周期積
層構造型 Mg 合金の体系化を試みる。
(1) 長周期積層構造相の構造解析
長周期積層構造相には 18R, 10H, 14H, 24R
等の多形が存在することを明らかにしてい
る．そこで既に見出されている合金群の原子
配列構造は溶質原子の存在形態等を詳細に
調査して、長周期積層構造の体系化を図る。 
(2) 長周期積層構造相の形成メカニズム解明
これまでに Mg-(Zn, Ni Co, Cu)-(Y, Gd, Dy, 
Ho, Er, Tb, Tm)合金で長周期積層構造相が
形成されること、また鋳造時に長周期積層構
造相が形成される合金（タイプ I）と鋳造後
の高温熱処理によって長周期積層構造相が
析出する合金（タイプ II）の二種類に分類さ
れることを見出しているが、その形成メカニ
ズムは不明である。そこで、長周期積層構造
相が形成される新しい合金成分を調査する
とともに、鋳造時と熱処理時における長周期
積層構造相の形成メカニズムを解明し、形成
のクライテリアの体系化を行なう。
(3) 長周期積層構造相の特性解明
長周期積層構造相型 Mg 合金は鋳造した状態
では平凡な機械的性質しか示さないが、高温
で塑性加工することによりキンクバンドが
形成されて機械的性質が著しく向上するこ
とを見出しているが、その詳細は不明である。
そこで、長周期積層構造相型 Mg 合金の強化
メカニズムの解明や変形・破壊メカニクスの

解明をマルチスケールでおこなうことによ
り強化機構の体系化を試みる。
(4) 長周期積層構造相他が高性能 Mg 合金の
材料創製
鋳造塑性加工法、鋳造熱処理法、粉末冶金法
等の作製プロセスを対象に，それぞれに適し
た合金成分の探査とプロセス条件の確立を
行ない、高強度のマグネシウム合金を開発す
るための指針を確立する。また、開発合金の
各種機械的特性、加工特性、耐食性を調査す
る。 

２．研究の進捗状況
(1) 長周期積層構造相の構造解析
長周期積層構造相には 18R, 10H, 14H, 24R
の既知の構造以外に 15R 構造があることが
明らかになり、その積層周期を明らかにしつ
つある。
(2) 長周期積層構造相の形成メカニズム解明
Mg-X-(Y, Gd)合金を対象に、長周期積
層構造相が形成される合金系を探査し
た結果、Mg-Co-Y 合金において形成さ
れる長周期積層構造は、新しい 15R 構
造であることを明らかにした。またち
長周期積層構造相を形成する溶質元素の条
件を、Mg 金属元素との原子半径差、混
合エンタルピー、Mg 金属への固溶限
で表現し、クライテリアとして提案し
た。  
(3) 長周期積層構造相の特性解明
長周期積層構造相の体積分率が押出加
工材の機械的特性（室温および高温）
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と組織の押出速度依存性に及ぼす影響
を調査し、長周期積層構造相の体積分
率の増加に伴って押出加工材の室温の
みならず高温での強度が増加すること
がわかった。
(4) 長周期積層構造相他が高性能 Mg 合金の
材料創製
長周期積層構造相型 Mg-Zn-Y 合金に、Al
を微量添加することにより耐食性が大
きく向上することや、La を微量添加す
ることにより高温クリープ特性が大き
く向上することがわかった。

３．現在までの達成度
②おおむね順調に進展している。
長周期積層構造の最密充填面の原子配列構
造の解析が遅れているものの、その他の項目
については、研究計画を前倒しして進めてい
る。 

４．今後の研究の推進方策
(1) 長周期積層構造相型合金の新合金組成探
査と形成メカニズムの解明を継続するとと
もに、熱力学計算の専門家との連携を図り、
長周期積層構造相形成メカニズムの体系化
を試みる。
(2) 長周期積層構造相型 Mg 合金の強化メカ
ニズムの解明ならびに変形・破壊メカニクス
の解明を継続するとともに、その体系化を試
みる。塑性変形のシミュレーション分野の専
門家との連携を図りつつ研究を推進する。
(3) 長周期積層構造相他が高性能 Mg 合金の
材料創製を実用化の可能性を検討する大型
装置実験に繋げる。
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